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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成31年1月31日(2019.1.31)

【公表番号】特表2018-508094(P2018-508094A)
【公表日】平成30年3月22日(2018.3.22)
【年通号数】公開・登録公報2018-011
【出願番号】特願2017-531724(P2017-531724)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ  12/08     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/90     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   12/08     　　　Ｋ
   Ｈ０１Ｍ    4/90     　　　Ｘ

【手続補正書】
【提出日】平成30年12月12日(2018.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属空気電池であって、
　金属、例えばリチウムを含むアノードと、
　少なくとも１つの遷移金属ジカルコゲナイドを含むカソードと、
　前記カソードの前記遷移金属ジカルコゲナイド、及び任意に前記アノードの前記金属と
接触している電解質と、を含み、
　前記電解質が、少なくとも５０重量％のイオン液体を含み、
　各遷移金属ジカルコゲナイドが、ＴｉＸ２、ＶＸ２、ＣｒＸ２、ＺｒＸ２、ＮｂＸ２、
ＭｏＸ２、ＨｆＸ２、ＷＸ２、ＴａＸ２、ＴｃＸ２、またはＲｅＸ２であり、式中、各Ｘ
が独立して、Ｓ、Ｓｅ、もしくはＴｅ、またはそれらの組み合わせであり、
　前記遷移金属ジカルコゲナイドを含有するカソードの材料が、少なくとも１つの遷移金
属ジカルコゲナイドを少なくとも２０重量％含む、金属空気電池。
【請求項２】
　前記遷移金属ジカルコゲナイドを含有するカソードの前記材料が、少なくとも５０重量
％の遷移金属ジカルコゲナイドを含む、請求項１に記載の金属空気電池。
【請求項３】
　前記カソードの前記少なくとも１つの遷移金属ジカルコゲナイドが、気相中の酸素と接
触している導電性の多孔質部材上に配置される、請求項１または２に記載の金属空気電池
。
【請求項４】
　各遷移金属ジカルコゲナイドが、ＴｉＳ２、ＭｏＳ２、またはＷＳ２、例えばＭｏＳ２

である、請求項１～３のいずれか１項に記載の金属空気電池。
【請求項５】
　各遷移金属ジカルコゲナイドが、ＭｏＳ２である、請求項１～３のいずれか１項に記載
の金属空気電池。
【請求項６】
　前記遷移金属ジカルコゲナイドが、（１００）及び（０１０）結晶面に沿って終結する
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結晶形態で提供される、請求項１～５のいずれか１項に記載の金属空気電池。
【請求項７】
　各遷移金属ジカルコゲナイドが、ナノ粒子形態であり、例えば約１ｎｍ～１０００ｎｍ
の平均サイズを有する、請求項１～６のいずれか１項に記載の金属空気電池。
【請求項８】
　各遷移金属ジカルコゲナイドが、ナノフレーク形態であり、例えば約１ｎｍ～４００ｎ
ｍの平均サイズを有する、請求項１～７のいずれか１項に記載の金属空気電池。
【請求項９】
　前記遷移金属ジカルコゲナイドナノフレークが、約１ｎｍ～約１００ｎｍの範囲の平均
厚さ、主面に沿う約５０ｎｍ～約１０μｍの平均寸法、及び少なくとも約５：１のアスペ
クト比を有する、請求項８に記載の金属空気電池。
【請求項１０】
　各遷移金属ジカルコゲナイドが、ナノシートまたはナノリボン形態であり、約１ｎｍ～
４００ｎｍの平均サイズを有する、請求項１～６のいずれか１項に記載の金属空気電池。
【請求項１１】
　前記イオン液体が、イミダゾリウム、ピリジニウム、ピロリジニウム、ホスホニウム、
アンモニウム、コリン、スルホニウム、プロリネート、またはメチオニナートカチオンと
アニオンとを含む、請求項１～１０のいずれか１項に記載の金属空気電池。
【請求項１２】
　前記カチオンが、イミダゾリウムカチオンであり、
　前記イミダゾリウムカチオンが、式：

【化１】

　を有し、式中、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３が独立して、水素、直鎖脂肪族Ｃ１～Ｃ６基、分
岐脂肪族Ｃ１～Ｃ６基、及び環式脂肪族Ｃ１～Ｃ６基からなる群から選択され、例えばＲ

２が水素であり、Ｒ１及びＲ３が独立して、直鎖または分岐鎖Ｃ１～Ｃ４アルキルから選
択される、請求項１１に記載の金属空気電池。
【請求項１３】
　前記アニオンが、Ｃ１～Ｃ６アルキルサルフェート、トシレート、メタンスルホナート
、ビス（トリフルオロメチルスルホニル）イミド、ヘキサフルオロホスファート、テトラ
フルオロボラート、トリフレート、ハロゲン化物、カルバマート、またはスルファマート
である、請求項１～１２のいずれか１項に記載の金属空気電池。
【請求項１４】
　前記電解質が、少なくとも９０重量％の前記イオン液体を含む、請求項１～１３のいず
れか１項に記載の金属空気電池。
【請求項１５】
　前記電解質が、水または非イオン液体有機溶媒を実質的に含まない、請求項１～１４の
いずれか１項に記載の金属空気電池。
【請求項１６】
　電位の発生方法であって、
　請求項１～１５のいずれかに記載の金属空気電池を提供することと、
　酸素を前記カソードと接触させることと、
　前記アノードの前記金属を酸化させて金属イオンにすることと、
　前記遷移金属ジカルコゲナイドの表面で前記酸素を還元させ、前記金属イオンとの１つ
以上の金属酸化物を形成することと、を含み、
　それにより、前記アノードと前記カソードとの間に前記電位を発生させる、方法。


	header
	written-amendment

